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令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

（
会
期
　

2
月
21
日
～
3
月
17
日
）

2
月
21
日
か
ら
第
1
回
定

例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
承
認
１
件
、

32
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
に
審

議
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
意
見
書
１

件
、
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改

正
と
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
を
そ
れ
ぞ
れ
１
件
、
決
議
１

件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
10

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
と

活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

（
９
～
19
ペ
ー
ジ
参
照
）

令和３年度 一般会計補正予算（第 12・13 号）令和３年度 一般会計補正予算（第 12・13 号）

6億１980万円6億１980万円 追加
《一般会計予算総額》

300億6589万7千円

住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金事業

小中学校 ICT環境整備事業

地籍調査事業

中学校施設維持管理事業

6億 4501万 5千円

3630万円追加 377万円追加

1億3600万円追加

令和３年度住民税非課税世帯等に対して、１
世帯当たり１０万円を給付する。

タブレット端末を活用できるよう、小中学校
の通信ネットワーク接続可能なエリアの拡充
を図る。

災害想定区域のある緊急性の高い区域を前倒
しで調査する。

資材費高騰に伴う朝地小中学校職員室増築工
事請負費の増額。

補正予算の一部を紹介

新型コロナウイルスワクチン予防接種事業
1576万 5千円追加

新型コロナウイルスワクチン３回目接種の接
種期間の前倒しに伴う委託料の増額。

都市計画総務事業
2000万円追加

大規模盛土調査を前倒しで実施する。
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３月定例会（主な議決事項）

公の施設の指定管理者の指定

豊後大野市祖母山麓尾平青少年旅行村条例の一部改正

関係人口交流拠点施設の指定管理者を指定

豊後大野市関係人口交流拠点施設
（CО CОМＩО）

豊後大野市関係人口交流拠点施設の指
定管理者を指定することについて、

豊後大野市公の施設の指定管理者の指定
の手続等に関する条例第４条の規定により
「合同会社豊後大野まちむすび」を指定管
理者として指定するものです。

新型コロナウイルス感染症の感染対策に対応
した取り組みを実施するため、宿泊施設の

一部を改装し、当該施設の利用料金を改定する
ものです。

１　指定管理者となる団体
　　　所在地：大野町矢田１０５４番地
　　　名　称：合同会社　豊後大野まちむすび

２　指定の期間
　　　令和４年４月１日～令和７年３月３１日

ゲストハウスＬＡＭＰ豊後大野（緒方町）



《各会計の予算状況》

259億9000万円259億9000万円
令和 4 年度の一般会計予算総額は、前年度当初予算額と比較して、5.0％減の

259億9000 万円で可決されました。

予備費
5千万円
（0.2％）

予備費
5千万円
（0.2％）

予備費
5千万円
（0.2％） 議会費

１億 8122 万９千円
（0.7％）

議会費
１億 8122 万９千円
（0.7％）

議会費
１億 8122 万９千円
（0.7％）

総務費
36 億 4858 万７千円
（14.0％）

総務費
36 億 4858 万７千円
（14.0％）

総務費
36 億 4858 万７千円
（14.0％）

民生費
87 億 754 万９千円
（33.5％）

民生費
87 億 754 万９千円
（33.5％）

民生費
87 億 754 万９千円
（33.5％）

衛生費
26 億 2184 万
３千円
（10.1％）

衛生費
26 億 2184 万
３千円
（10.1％）

衛生費
26 億 2184 万
３千円
（10.1％）

労働費
1227 万９千円
（0.1％）

労働費
1227 万９千円
（0.1％）

労働費
1227 万９千円
（0.1％）

農林水産業費
21 億 1433 万６千円
（8.1％）

農林水産業費
21 億 1433 万６千円
（8.1％）

農林水産業費
21 億 1433 万６千円
（8.1％）

商工費
４億 191 万 6千円
（1.5％）

商工費
４億 191 万 6千円
（1.5％）

商工費
４億 191 万 6千円
（1.5％）

土木費
17 億 4009 万２千円
（6.7％）

土木費
17 億 4009 万２千円
（6.7％）

土木費
17 億 4009 万２千円
（6.7％）

消防費
10 億 4665 万４千円
（4.0％）

消防費
10 億 4665 万４千円
（4.0％）

消防費
10 億 4665 万４千円
（4.0％）

教育費
22 億 939 万２千円
（8.5％）

教育費
22 億 939 万２千円
（8.5％）

教育費
22 億 939 万２千円
（8.5％）

災害復旧費
２億 2289 万 5千円
（0.9％）

災害復旧費
２億 2289 万 5千円
（0.9％）

災害復旧費
２億 2289 万 5千円
（0.9％） 公債費

30 億 3322 万
７千円
（11.7％）

公債費
30 億 3322 万
７千円
（11.7％）

公債費
30 億 3322 万
７千円
（11.7％）

諸支出金
１千円
（0％）

諸支出金
１千円
（0％）

諸支出金
１千円
（0％）

市税
31 億 8921 万
２千円
（12.3％）

市税
31 億 8921 万
２千円
（12.3％）

市税
31 億 8921 万
２千円
（12.3％）

繰越金
３億円
（1.2％）

繰越金
３億円
（1.2％）

繰越金
３億円
（1.2％）

①①①

地方交付税
106 億 4235 万円
（40.9％）

地方交付税
106 億 4235 万円
（40.9％）

地方交付税
106 億 4235 万円
（40.9％）

国・県支出金
61 億 9462 万２千円
（23.8％）

国・県支出金
61 億 9462 万２千円
（23.8％）

国・県支出金
61 億 9462 万２千円
（23.8％）

市債
18 億 8771 万円
（7.8％）

市債
18 億 8771 万円
（7.8％）

市債
18 億 8771 万円
（7.8％） ②②②

依存財源
（77.1％）
依存財源
（77.1％）
依存財源
（77.1％）

自主財源
（22.9％）
自主財源
（22.9％）
自主財源
（22.9％）

①その他自主財源
　24億5369万９千円（9.4％）
【内訳】
◆分担金及び負担金
　３億6080万２千円（1.4％）
◆使用料及び手数料
　４億4110万２千円（1.7％）
◆財産収入
　3382万１千円（0.1％）
◆寄付金
　２億4110万１千円（0.9％）
◆繰入金
　11億8871万１千円（4.6％）
◆諸収入
　１億8816万２千円（0.7％）

②その他依存財源
　13億2240万７千円（5.1％）
【内訳】
◆地方譲与税
　４億1795万３千円（1.6％）
◆地方交付金
　９億445万４千円（3.5％）

《一般会計予算の内訳》

合　計

歳　出 歳　入

合　計259億 9000万円 259億 9000万円

令和４年度一般会計予算令和４年度一般会計予算

構成比は、表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計が一致しない箇所があります。

（第76号2022.5） 4

会　計　名 令和4年度 令和3年度 増減額 増減率

特
別
会
計

国民健康保険 47億7360万8千円 47億6113万9千円 1246万9千円　増 0.3％　増
後期高齢者医療 6億8670万円 5億9554万8千円 9115万2千円　増 15.3％　増
介護保険 66億8791万3千円 66億3396万3千円 5395万円　増 0.8％　増
農業集落排水 1億9074万1千円 1億9900万9千円 826万8千円　減 4.2％　減
浄化槽施設 4390万3千円 4255万3千円 135万円　増 3.2％　増

会計名 令和4年度 令和3年度 増減額 増減率

企
業
会
計

電
気
事
業

収益的収入 1億800万2千円 1億910万2千円 110万円　減 1.0％　減
収益的支出 8090万3千円 8744万8千円 654万5千円　減 7.5％　減
資本的収入 1千円 1千円 － －
資本的支出 530万1千円 530万1千円 － －

上
水
道

収益的収入 5億4579万6千円 5億4538万1千円 41万5千円　増 0.1％　増
収益的支出 5億7312万3千円 5億8071万3千円 759万円　減 1.3％　減
資本的収入 1億4546万4千円 1億999万7千円 3546万7千円　増 32.2％　増
資本的支出 3億4552万8千円 3億5756万6千円 1203万8千円　減 3.4％　減

公
共
下
水
道

収益的収入 8445万3千円 9819万円 1373万7千円　減 14.0％　減
収益的支出 7884万3千円 9428万4千円 1544万1千円　減 16.4％　減
資本的収入 631万5千円 1080万9千円 449万4千円　減 41.6％　減
資本的支出 3174万円 3873万5千円 699万5千円　減 18.1％　減

病
院
事
業

収益的収入 38億3941万円 36億9295万6千円 1億4645万4千円　増 4.0％　増
収益的支出 39億2746万円 37億9053万8千円 1億3692万2千円　増 3.6％　増
資本的収入 2億4490万4千円 1億2100万4千円 1億2390万円　増 102.4％　増
資本的支出 4億7883万1千円 3億5268万円 1億2615万1千円　増 35.8％　増
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３月定例会（主な議決事項）

ふるさと応援寄附金事業
２億7060万２千円

2億9726万5千円
参議院議員選挙通常選挙事業

肉用牛担い手確保総合対策事業

認定こども園整備事業

全天候型体育施設整備事業

庁舎等整備事業

　ふるさと応援寄附金の募集、返礼品送付及び
企業版ふるさと納税の募集を行う。

　犬飼公民館の外構工事を行う。

　将来の独立就農や親元就農を目指す人の施設
や繁殖雌牛の整備を総合的に支援する。

　認定こども園の施設整備における増改築及び
大規模修繕等に要する費用の一部を補助する。

　任期満了に伴い参議院議員通常選挙を執行
する。

2736万8千円2736万8千円

　スポーツ大会や合宿等の誘致を行い、スポー
ツを通じた地域経済の活性化を図るため、全天
候型体育施設を整備する。

4000万円4000万円

1925万円1925万円 2億4240万円2億4240万円

犬飼公民会犬飼公民会

すがおこども園すがおこども園 いぬかいこども園いぬかいこども園

全天候型体育施設整備予定地（三重町赤嶺）全天候型体育施設整備予定地（三重町赤嶺）

令和４年度の事業の一部を紹介します
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委
員
会
審
査
報
告 

主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
報
告
し
ま
す

　

医
療
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
分
及

び
介
護
納
付
金
の
課
税
額
の
合
計
で

算
出
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
う

ち
、医
療
分
に
あ
っ
て
は
所
得
割
０
・

５
％
、世
帯
別
平
等
割
額
８
０
０
円
、

後
期
高
齢
者
支
援
分
に
あ
っ
て
は
、

世
帯
別
平
等
割
額
６
０
０
円
の
引
き

下
げ
を
行
う
も
の
で
す
。

所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
こ
と
に

伴
い
、
豊
後
大
野
市
矢
田
ダ
ム
関
連

地
域
振
興
基
金
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

市
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設
等
14
施

設
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
社
会
福
祉

法
人
豊
後
大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
良
好
な
管
理
を
行
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
地
域
の
高
齢
者
福
祉
を
増
進

す
る
た
め
、
引
き
続
き
当
該
法
人
を

指
定
管
理
者
と
し
て
選
定
す
る
も
の

で
す
。

　

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ

る
公
の
施
設
の
名
称
は
豊
後
大
野

市
大
原
総
合
体
育
館
で
、
指
定
管

理
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
令
和
４

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月

31
日
の
３
カ
年
と
し
て
い
ま
す
。

豊
後
大
野
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会

は
、
合
併
後
の
平
成
18
年
か
ら
当

体
育
館
の
指
定
管
理
を
受
託
し
て

お
り
、
適
正
か
つ
安
定
的
に
管
理

運
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

継
続
し
て
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　

現
在
、
９
８
９
万
１
１
２
３
円

で
、
そ
れ
に
１
９
７
円
の
利
息
が
つ

い
て
お
り
、
合
計
で
９
８
９
万
１
３

２
０
円
で
す
。

　
　

令
和
11
年
度
ぐ
ら
い
に
保
険
税

の
統
一
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
県
が
毎
年
度
示
す
標
準
保
険
税

率
等
と
比
較
し
、
保
険
税
の
統
一
を

見
据
え
な
が
ら
、
２
～
３
年
の
ス
パ

ン
で
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
豊
後
大
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
（
清
川
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
ほ
か
13
施
設
）

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
（
豊
後
大
野
市
大
原
総
合

体
育
館
）

●
豊
後
大
野
市
矢
田
ダ
ム
関
連
地
域

振
興
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　
基
金
の
残
高
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ

る
の
か
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
８
件
を
付
託
さ
れ
、慎
重
審

査
の
結
果
、そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。 総

務
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
２
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。

　
　

９
８
９
万
１
３
２
０
円
は
残
額

で
あ
り
、現
在
進
め
て
い
る
市
道
牛

首
線
の
改
良
事
業
に
充
当
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。こ
の
金
額
を
す

べ
て
充
当
す
る
こ
と
で
基
金
残
高
が

ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
か
ら
、今
回
、基
金

条
例
の
廃
止
を
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。

　
　
廃
止
す
る
理
由
は
。

　
　
今
回
は
下
が
っ
た
が
、
2
～
3

年
後
に
は
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

清
川
町
の
施
設
が
13
人
、
緒
方

町
の
施
設
が
８
人
、
朝
地
町
は
高
齢

者
福
祉
施
設
が
14
人
、
児
童
館
が
４

人
、
犬
飼
町
に
つ
い
て
は
14
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
職
員
数
を

教
え
て
ほ
し
い
。

　
　

大
原
総
合
公
園
の
芝
生
管
理
は

ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
が
行
っ
て
い
ま

す
。現
在
、遊
具
が
建
設
さ
れ
て
い
ま

す
が
、完
成
し
た
ら
遊
具
の
管
理
に

つ
い
て
は
、芝
生
広
場
都
市
公
園
と

し
て
建
設
課
が
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
大
型
遊
具
の
公
園
に
つ
い
て

は
、
豊
後
大
野
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協

会
と
何
か
関
係
が
生
じ
て
く
る
の

か
。
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３月定例会（委員会審査報告）

　

内
田
横
田
線
は
、
主
要
地
方
道
三

重
弥
生
線
の
改
良
工
事
に
よ
る
線
形

変
更
に
伴
い
、
起
点
の
地
番
を
変
更

し
て
新
た
に
市
道
と
し
て
認
定
し
、

朝
地
町
の
滝
ノ
上
線
は
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業
の
新
設
改
良

工
事
計
画
に
よ
り
整
備
す
る
こ
と
に

伴
い
、
新
た
に
市
道
と
し
て
認
定
す

る
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
対
策
に
対
応
し
た
取
り
組
み
を

実
施
す
る
た
め
、
宿
泊
施
設
の
一
部

を
改
装
し
、
当
該
施
設
の
利
用
料
金

を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　

バ
イ
パ
ス
の
線
形
で
改
良
す
る

よ
う
な
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

●
豊
後
大
野
市
祖
母
山
麓
尾
平
青
少

年
旅
行
村
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

　
　
滝
ノ
上
線
は
起
点
に
な
る
と
こ

ろ
の
傾
斜
が
き
つ
い
と
思
う
が
、
今

後
の
整
備
は
ど
う
な
る
の
か
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
登
山
客
の
希
望
に
沿
っ
た
内
容

の
変
更
な
の
か
具
体
的
に
教
え
て
ほ

し
い
。

　
　

ラ
ン
プ
の
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

は
、
12
人
用
の
相
部
屋
が
二
つ
、
６

人
用
の
相
部
屋
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

最
近
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
一
緒
に

行
動
す
る
人
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
と
、
家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ

が
利
用
さ
れ
る
場
合
、
相
部
屋
は
気

が
引
け
る
と
か
気
兼
ね
な
く
使
い
た

い
と
い
う
要
望
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
う
い
う
要
望
に
応
え
る
形

で
６
人
用
の
相
部
屋
の
一
つ
を
４
人

部
屋
の
個
室
に
変
え
る
も
の
で
す
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
５
件
を
付
託
さ
れ
、慎
重
審

査
の
結
果
、そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。

任期 自：令和 4年 4月 1日
至：令和 7年 3月３1日

同
意

▶衛
え

本
もと

 浩
こう

二
じ

氏 

公平委員会委員の選任公平委員会委員の選任

固定資産評価審査委員会委員の選任固定資産評価審査委員会委員の選任

［千歳町］

固定資産評価審査委員会委員

人事案件

人事案件

任期 自：令和 4年 4月１日
至：令和 8年 3月３1日

▶安
あ

部
べ

 一
かず

彦
ひこ

氏 
［三重町］

公平委員会委員

同
意
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３月定例会（賛否一覧）

※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　衞藤竜哉議員は議長職のため表決権はありません。

会　　派　　名
議
決
年
月
日

議
決
結
果

市民クラブ 創生会 黎明会 政友会 緑政会

  　　　　　　　　　　　　　議員名  
件　名　　　　　　　　　　　　 

穴
見
　
眞
児

嶺
　
　
英
治

吉
藤
　
里
美

工
藤
　
秀
典

佐
藤
　
辰
己

赤
峰
　
映
洋

後
藤
　
雅
克

高
野
　
辰
代

田
嶋
　
栄
一

原
田
　
健
蔵

春
野
　
慶
司

佐
藤
　
昭
生

沓
掛
　
義
範

小
野
　
順
一

首
藤
　
正
光

川
野
　
優
治

川
野
　
辰
徳

令和 3 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 12 号）の専決処分の承認について 2 月 21 日 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市個人情報保護条例の一部改正について 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市行政改革審議会条例及び豊後大野市行政組織条例の一部改正について 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市防災行政無線通信施設条例の廃止について 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市国民健康保険税条例の一部改正について 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市矢田ダム関連地域振興基金条例の廃止について 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市移住定住促進条例の制定について 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市交流とにぎわいの拠点施設条例の一部改正について 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市祖母山麓尾平青少年旅行村条例の一部改正について 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公の施設の指定管理者の指定について（豊後大野市関係人口交流拠点施設） 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ×

公の施設の指定管理者の指定について（清川在宅介護支援センターほか 13 施設） 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公の施設の指定管理者の指定について（豊後大野市大原総合体育館）3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道路線の廃止について 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道路線の認定について 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 13 号） 3月 7 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） 3 月 7 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） 3月 7 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算（第 3 号） 3 月 7 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市病院事業特別会計補正予算（第 2 号） 3 月 7 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市一般会計予算 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市国民健康保険特別会計予算 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計予算 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市介護保険特別会計予算 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市農業集落排水特別会計予算 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市浄化槽施設特別会計予算 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市電気事業特別会計予算 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市上水道特別会計予算 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市公共下水道特別会計予算 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市病院事業特別会計予算 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市公平委員会委員の選任について 2 月 21 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市固定資産評価審査委員会委員の選任について 2 月 21 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

損害賠償の額の決定及び和解することについて 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生理用品を消費税軽減税率の対象にすることを求める意見書 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市議会会議規則の一部改正について 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市議会委員会条例の一部改正について 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ロシアによるウクライナへの侵略を非難し、ロシア軍の即時撤退を求める決議 3 月 17 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況(令和４年第１回定例会）
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吉藤里美（１０ページ）

工藤秀典（１４ページ）

原田健蔵（１５ページ）

春野慶司（１６ページ）

佐藤昭生（１７ページ）

嶺英治（１８ページ）

後藤雅克（１１ページ）

高野辰代（１２ページ）

川野辰徳（13 ページ）

•	 在宅介護に対する支援について
•	 豊かな暮らしを実感できるまちづくりについて

•	「サウナのまち」宣言の進捗状況と今後の取組に
　ついて
•	 定住促進の取組について

•	 新型コロナウイルス感染症について
•	 コロナ禍における令和４年度予算執行について
•	 ＪＲ三重町駅前周辺まちづくりについて

•	 新型コロナ（オミクロン株）への対応について
•	 ふるさと納税の「返礼品合戦」からの撤退につ
　いて
•	 指定管理者制度について

•	 公用車について
•	「ぶんご大野里の旅公社」について

•	 集落の水問題の実態把握結果とその対応につい
　て
•	 ジオサイト「蝙蝠の滝」の付加価値を高めるため
　の未来投資について

•	 新型コロナワクチン接種状況について
•	 本市のＰＰＰ／ＰＦＩ推進について
•	 豊後大野市図書館について

•	 定住促進対策について
•	 地震災害と今後の対応について
•	 市民が輝くまちづくり「市民活動ポイント制」につ
　いて

•	 農業施策について
•	 三重町東部地区コミュニティセンターの設置につ
　いて
•	 昨年の市長の出張の成果について
•	 悪臭問題について

1010 人人のの議員議員 市政市政がが を問うを問う

3 月１日から３日間にわたり行われた一般質問には１０人の議員が登壇し、在宅介護に対する支援、
新型コロナワクチン接種状況、定住促進対策など２６項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しま

した。
　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しております。また、議員の写真下に掲載し
ているＱＲコードをスマートフォンで読み取ることで、一般質問の録画中継がご覧いただけます。
　※新型コロナウイルス感染症対策でアクリル板を設置して行いました。

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問　
　　は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人60分以内の一問一答方式で行っています。

一 般 質 問

川野優治（１９ページ）
•	 中学校の部活動の将来について
•	 関係人口交流拠点施設について
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令
和
２
年
６
月
１
日
現

在
、
４
人
に
１
人
が
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
で
あ

る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
は
全
世
帯
数
の

44
・
８
％
に
も
な
り
、
在

宅
で
の
老
老
介
護
が
多
い

こ
と
が
想
像
で
き
る
。
常

に
介
護
を
要
す
る
在
宅
者

の
人
数
を
伺
う
。

介
護
手
当
な
ど
の
経
済

的
支
援
は
。

関
係
人
口
交
流
拠
点
施

設
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
の
た
め
の
施
設
整

備
を
進
め
て
い
る
が
、
同

時
に
地
域
の
支
え
合
い
の

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
や
地
域

振
興
協
議
会
な
ど
の
ソ

　

現
在
「
緊
急
通
報
装
置

サ
ー
ビ
ス
事
業
」、「
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
」、「
居
宅

介
護
用
品
券
交
付
事
業
」、

「
在
宅
高
齢
者
住
宅
改
造

助
成
事
業
」、「
低
所
得
高

齢
者
等
住
ま
い
・
生
活
支

援
事
業
」
等
の
支
援
策
を

総
合
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
拡
充
強
化
し
て

い
く
こ
と
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
大
事
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
の
で
、
介
護

手
当
等
の
現
金
支
給
に
つ

い
て
の
検
討
は
し
て
い
な

い
。

　

地
域
が
主
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
け
る
よ
う
制
度

１
６
５
８
人
で
、
そ
の
う

ち
日
常
生
活
の
ほ
と
ん
ど

に
介
助
が
必
要
と
さ
れ
る

要
介
護
３
以
上
の
方
は

５
７
６
人
と
な
っ
て
い
る
。

質

質

質

答

答

答

高
齢
者
福
祉
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

高
齢
者
福
祉
課
長

介護手当等の支給で経済的支援を介護手当等の支給で経済的支援を

手当の支給は検討していない

土師振興協議会（大野町）

市 民 ク ラ ブ

吉
よし

藤
ふじ

里
さと

美
み

　

常
に
介
護
を
要
す
る
在

宅
者
は
有
料
老
人
ホ
ー
ム

等
の
入
居
者
を
含
ん
だ
居

宅
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が

市長の考える「豊かな暮らし」とは市長の考える「豊かな暮らし」とは

様々な取り組みを着実に進める

フ
ト
事
業
の
推
進
な
ど
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
の
施
策
が
重
要
で

あ
る
と
思
う
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

設
計
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
て
お
り
、
令

和
３
年
度
も
、
振
興
協
議

会
の
設
立
に
向
け
て
市
内

３
カ
所
で
話
し
合
い
を
進

め
て
い
る
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
支
援
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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創 生 会

後
ご

藤
とう

雅
まさ

克
かつ

新型コロナワクチン接種状況は新型コロナワクチン接種状況は

円滑に接種できるよう取り組む

１
回
目
・
２
回
目
と
３

回
目
の
接
種
状
況
は
。

質答
市
民
生
活
課
長

　

２
月
24
日
現
在
、
１

回
目
82
・
９
％
、
２
回

目
82
・
３
％
、
３
回
目

29
・
36
％
と
県
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昨

年
９
月
30
日
ま
で
に
２

回
目
接
種
を
終
え
た
約

２
万
４
６
０
０
名
の
方
に

接
種
券
を
送
付
し
て
い
る
。

　

今
後
も
豊
後
大
野
市
医

師
会
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
希
望
す
る
全
て
の
市

民
の
皆
さ
ま
が
円
滑
に
接

種
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

PPP/PFI の推進はPPP/PFI の推進は

課題の検証、スキルアップを図る

効
果
的
に
良
好
な
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
公
的

負
担
の
抑
制
を
図
る
た
め
、

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導

入
促
進
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
市
で
も
、
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
や
維
持
管
理
等
に
お

け
る
民
間
能
力
の
活
用
が

重
要
と
考
え
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後

の
方
針
を
伺
う
。

質

国
も
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に

注
目
し
て
お
り
、
国
と
地

方
が
一
体
と
な
り
、
さ
ら

に
推
進
を
図
ろ
う
と
し
て

い
る
。

　

現
時
点
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

を
活
用
し
た
具
体
的
な
取

り
組
み
を
予
定
し
て
い
る

事
業
は
な
い
が
、
令
和
７

年
度
以
降
は
合
併
特
例
債

の
活
用
も
で
き
な
く
な
る

こ
と
か
ら
、
導
入
に
向
け

た
課
題
等
の
検
証
や
、
職

員
の
研
修
会
等
へ
の
参
加

に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
、
官
民
連
携
を
進
め

て
い
き
た
い
。

答
財
政
課
長

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
民
間
活
力

導
入
に
は
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
が
そ
れ
ぞ
れ

存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

人
口
減
少
や
厳
し
い
財
政

状
況
が
課
題
の
本
市
で
は
、

導
入
に
向
け
、
検
討
す
べ

き
行
政
手
法
の
一
つ
と
考

え
て
い
る
。

　

全
国
に
お
い
て
、
老
朽

化
し
た
多
く
の
公
共
施
設

の
更
新
が
行
わ
れ
る
中
で
、

公
的
負
担
を
抑
制
す
る
た

め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
、

そ
の
他
の
質
問

• 

豊
後
大
野
市
図
書
館

に
つ
い
て

人
口
減
少
や
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
へ
の
対
応
等
に

よ
り
、
国
と
地
方
公
共
団

体
の
財
政
状
況
が
厳
し
さ

を
増
す
中
、
今
後
、
多
く

の
公
共
施
設
等
が
老
朽
化

に
よ
る
更
新
時
期
を
迎
え

る
。
そ
こ
で
効
率
的
か
つ

質

※PPP＝「官」と「民」が連携を図り、公共サービスの提供を行う行政手法。
　PFI＝民間の力を活用して、これまで国や地方といった公共機関が受け持ってきたインフラ整備などの事業を実施する手法。

３
回
目
が
進
む

ワ
ク
チ
ン
接
種
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創 生 会

高
たか

野
の

辰
たつ

代
よ

人
口
減
少
の
中
、
定
住

促
進
の
さ
ら
な
る
施
策
が

急
務
で
あ
る
が
、
令
和
４

年
度
の
定
住
促
進
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

質答
市
長

　

移
住
定
住
施
策
の
動
き

を
一
層
促
進
す
る
た
め
に

「
豊
後
大
野
市
移
住
定
住

促
進
条
例
」
を
制
定
す
る
。

　

ま
た
、
空
き
家
利
活
用

対
策
の
強
化
と
し
て
、
空

き
家
改
修
補
助
金
の
子
育

て
世
帯
加
算
の
追
加
を
は

じ
め
、
空
き
家
家
財
道
具

定住促進対策について定住促進対策について

今後も移住定住施策を一層促進する

千
歳
小
中
一
貫
校
新
築

後
の
千
歳
小
学
校
跡
地
等

市
有
地
に
つ
い
て
、
宅
地

化
の
考
え
は
な
い
か
。

質答
市
長

　

現
時
点
で
具
体
的
な
計

画
は
予
定
し
て
い
な
い
。

　

有
効
活
用
策
と
し
て
は
、

対
話
型
市
場
調
査
な
ど
に

よ
り
、
様
々
な
提
案
を
い

た
だ
く
な
ど
の
手
法
も
検

討
し
た
い
。

地震災害と今後の対応について地震災害と今後の対応について

自主防災組織の設立に努める

１
月
22
日
未
明
の
地
震

に
お
け
る
市
の
対
応
と
被

害
状
況
に
つ
い
て
。

質答
総
務
企
画
統
括
理
事

　

職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
い
て
災
害
対
策
連

絡
室
を
設
置
し
た
。

　

住
宅
被
害
50
件
、
道
路

被
害
１
件
、
水
道
被
害
１

件
、
そ
の
他
が
あ
り
、
人

的
被
害
等
の
重
大
な
被
害

は
な
か
っ
た
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

へ
の
声
か
け
等
、
安
否
確

認
の
仕
組
み
が
あ
る
と
安

質

答
総
務
企
画
統
括
理
事

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
に
基
づ
き
、
避
難
支
援

関
係
者
が
安
否
確
認
を

行
っ
て
い
た
事
例
を
確
認

し
て
い
る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備

え
て
夜
間
の
初
動
訓
練
も

必
要
で
は
な
い
か
。

質答
総
務
企
画
統
括
理
事

　

夜
間
の
発
生
を
想
定
し

た
図
上
訓
練
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
再
確
認
を
す
る
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線

で
放
送
し
た
内
容
を
文

字
で
確
認
で
き
る
ア
プ

リ
「
＠
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
Ｃ
ａ
ｎ

ａ
ｌ
（
ア
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ

カ
ナ
ル
）」
の
活
用
を
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
も
推
奨

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

• 

市
民
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
「
市
民
活
動
ポ
イ
ン

ト
制
」
に
つ
い
て

処
分
補
助
金
等
の
拡
充
を

新
た
に
盛
り
込
み
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
け
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
進

め
る
。

心
で
き
る
と
考
え
る
が
現

状
は
。

防災アプリ
＠InfoCanal（アットインフォカナル）
のダウンロード方法

次のQRコードを読み込み
インストールしてください。

◆Androidの方
　Google Playストア
　から

◆iPhoneの方
　App Storeから
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無 会 派

川
かわ

野
の

辰
たつ

徳
のり

農業施策について農業施策について

収益力向上の推進を図る

来
年
度
の
新
規
就
農
予

定
者
数
と
そ
の
予
算
額
は
。

質

答
農
業
振
興
課
長

　

新
規
就
農
者
の
見
込
み

数
は
４
組
で
あ
り
、
合
計

予
算
額
２
１
０
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

昨
年
は
農
産
物
が
全
般

的
に
安
く
、
農
業
者
は
大

変
苦
し
い
状
況
だ
っ
た
。

苗
代
等
の
準
備
に
か
か
る

費
用
を
支
援
す
る
補
助
金

等
の
予
定
は
。

質答
農
業
振
興
課
長

　

市
単
独
で
の
事
業
は
予

定
し
て
い
な
い
が
、
ア
シ

ス
ト
ス
ー
ツ
の
導
入
支
援

に
つ
い
て
、
整
備
予
定
台

数
を
増
や
す
考
え
が
あ
る
。

市
内
最
大
の
世
帯
数
で

人
口
も
多
い
三
重
町
東
部

地
区
に
、
早
急
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設

す
べ
き
で
は
。

質答
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

令
和
３
年
度
に
三
重
原

区
が
自
治
公
民
館
を
建
設

す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

の
申
請
を
し
て
い
る
が
、

採
択
の
順
番
が
来
る
ま
で

に
十
数
年
か
か
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

三重町東部地区三重町東部地区
コミュニティセンターの設置はコミュニティセンターの設置は

採択までにかなりの期間を要する

昨年の市長の昨年の市長の
出張の成果について出張の成果について

企業との関係強化に努めている

昨
年
の
10
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て
企
業
誘
致

の
た
め
、
関
東
及
び
関
西

方
面
に
出
張
し
た
と
聞
い

て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は
。

質答
市
長

　

関
東
・
関
西
・
東
海
地

方
の
企
業
11
社
を
、
市
長

室
の
職
員
１
名
が
随
行
し

て
訪
問
し
、
企
業
誘
致
の

情
報
収
集
や
特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
を
行
っ
た
。

悪臭問題について悪臭問題について
臭気の改善に向けた
取り組みを進める

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
代
表

者
会
議
等
の
開
催
が
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
が
、

経
過
は
。

質答
産
業
建
設
統
括
理
事

　

新
た
な
消
臭
資
材
と
し

て
循
環
型
自
然
消
臭
法
を

市
が
試
験
的
に
導
入
す
る

こ
と
に
な
り
、
本
年
１
月

か
ら
実
証
実
験
を
開
始
し

て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
循

環
型
自
然
消
臭
法
の
試
験

的
導
入
の
結
果
を
踏
ま
え
、

臭
気
の
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
。

アシストスーツを装着して
作業する様子
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市 民 ク ラ ブ

工
く

藤
どう

秀
ひで

典
のり

「サウナのまち」宣言の進捗状況と「サウナのまち」宣言の進捗状況と
今後の取り組みについて今後の取り組みについて
経済の活性化につなげていきたい

昨
年
の
７
月
に

「
サ
ウ

ナ
の
ま
ち
」
宣
言
を
し
て

７
カ
月
が
経
過
し
た
。
そ

の
後
の
反
響
と
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
き
た

の
か
を
伺
う
。

質答
市
長

　

宣
言
後
に
は
「
サ
ウ
ナ

の
ま
ち
」
の
認
知
度
向
上

を
図
る
た
め
、
市
内
外
の

路
線
を
走
る
バ
ス
に
ラ
ッ

ピ
ン
グ
を
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
飲
食
店

等
と
連
携
し
て
、「
サ
ウ

ナ
飯
」
を
紹
介
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
各

施
設
に
配
布
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
１
月
11
日
に
は

「
大
野
郡
森
林
組
合
」
と

「
お
ん
せ
ん
県
い
い
サ
ウ

ナ
研
究
所
」
が
本
市
の
仲

介
に
よ
り
、
伐
採
木
の
有

効
活
用
に
関
す
る
連
携
協

定
を
締
結
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
等
の

メ
デ
ィ
ア
で
数
多
く
取
り

上
げ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

「
サ
ウ
ナ
の
ま
ち
」
と
し

て
の
認
知
度
は
向
上
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
令
和
２
年
度
に

８
３
４
人
で
あ
っ
た
ア
ウ

ト
ド
ア
・
サ
ウ
ナ
の
利
用

者
が
、
令
和
３
年
度
は
１

月
末
現
在
で
３
４
３
４
人

と
、
す
で
に
昨
年
度
の
４

倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

　

客
層
と
し
て
は
、
20
代
、

30
代
と
い
っ
た
若
い
世
代

が
中
心
で
、
遠
方
か
ら
の

利
用
者
も
多
く
、
新
た
な

観
光
客
層
の
獲
得
や
、
日

帰
り
観
光
か
ら
宿
泊
を
伴

う
滞
在
型
の
観
光
に
つ
な

が
る
な
ど
、
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
が
表
れ
て
き

て
い
る
。

　

今
後
は
ア
ウ
ト
ド
ア
・

サ
ウ
ナ
を
観
光
資
源
の
一

つ
と
し
て
、
さ
ら
な
る
利

用
者
の
拡
大
と
市
内
の
周

遊
を
促
進
し
、
観
光
消
費

額
の
増
加
や
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

サ
ウ
ナ
土
産
用
デ
ザ
イ
ン

の
作
成
、
さ
ら
に
新
規
事

業
者
に
対
し
、
サ
ウ
ナ
購

入
費
の
補
助
を
予
定
し
て

い
る
。

と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
の
関
連
予
算

を
確
保
し
、
サ
ウ
ナ
利
用

者
に
宿
泊
割
引
チ
ケ
ッ
ト

や
サ
ウ
ナ
ク
ー
ポ
ン
を
発

行
す
る
。

　

ま
た
、
飲
食
店
や
小
売

店
等
の
関
係
事
業
者
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
Ｐ
Ｒ
用

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や

そ
の
他
の
質
問

• 

定
住
促
進
の
取
組
に

つ
い
て

ゲストハウスLAMP豊後大野（緒方町）

サ
ウ
ナ
飯

サ
ウ
ナ
小
屋
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黎 明 会

原
はら

田
だ

健
けん

蔵
ぞう

コロナ禍におけるコロナ禍における
救急体制について救急体制について

適切な対応に努める

救
急
車
の
適
正
利
用
の

た
め
の
相
談
体
制
に
つ
い

て
伺
う
。

質答
消
防
長

　

令
和
２
年
３
月
３
日
に

県
内
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
者

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

１
１
９
番
通
報
受
信
時
の

専
用
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

作
成
し
、
通
報
者
へ
の
適

正
な
対
応
及
び
救
急
隊
員

の
感
染
対
策
に
役
立
て
て

い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
傷

病
者
の
症
状
や
、
陽
性
者

と
の
接
触
状
況
な
ど
に
つ

救
急
搬
送
困
難
事
案
は

発
生
し
て
い
な
い
の
か
。

質

答
消
防
長

　

当
消
防
本
部
管
内
で
は

感
染
拡
大
の
初
期
段
階
に
、

発
熱
の
傷
病
者
の
受
け
入

れ
が
で
き
ず
、
現
場
到
着

か
ら
病
院
到
着
ま
で
２
時

間
以
上
か
か
っ
た
事
案
が

１
件
発
生
し
た
の
み
と

な
っ
て
い
る
。

令和４年度事業として関係人口増の令和４年度事業として関係人口増の
取り組みについて取り組みについて
都市と豊後大野をつなぐ

プラットフォーム構築事業を進める

い
て
聞
き
取
り
を
行
い
、

感
染
が
疑
わ
れ
緊
急
性
が

あ
る
場
合
は
、
感
染
対
策

を
行
い
出
動
す
る
。

　

感
染
が
疑
わ
れ
る
が
緊

急
性
が
な
い
場
合
は
、
通

報
者
本
人
か
ら
豊
肥
保
健

所
に
連
絡
を
し
て
い
た
だ

き
、
保
健
所
の
指
示
を
仰

ぐ
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
る
。

人
口
減
少
と
少
子
化
対

策
へ
の
取
り
組
み
は
。

質答
市
長

　

コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
の
生

活
様
式
や
働
き
方
が
変
化

す
る
中
、
都
市
圏
か
ら
地

方
へ
働
く
場
所
や
住
む
場

所
を
求
め
る
気
運
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
機
会
を
捉
え
、
本

市
で
は
、
人
口
減
少
や
少

子
化
対
策
に
つ
な
が
る
新

た
な
施
策
と
し
て
、
二

拠
点
居
住
や
テ
レ
ワ
ー

ク
、
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
豊
後
大
野
、

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

４
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
柱

と
し
た
、
都
市
と
豊
後
大

野
を
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
構
築
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
関
係
人
口
の
創

出
・
拡
大
の
た
め
の
拠
点

施
設
と
し
て
、
現
在
、
緒

方
町
の
旧
歴
史
民
俗
資
料

館
を
「
豊
後
大
野
市
関
係

人
口
交
流
拠
点
施
設
」
と

し
て
再
利
用
で
き
る
よ
う

整
備
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

• 

Ｊ
Ｒ
三
重
町
駅
前
周

辺
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

豊後大野市消防本部・消防署
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一 般 質 問

黎 明 会

春
はる

野
の

慶
けい

司
し

最
近
の
感
染
経
路
で
特

に
多
い
の
が
家
族
、
次
に

学
校
、
施
設
と
続
い
て
お

り
、
居
酒
屋
や
飲
食
店
は

上
位
に
顔
を
出
し
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
時
短

要
請
を
し
て
い
る
。
居
酒

屋
や
飲
食
店
だ
け
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
対
応
は
や

め
た
ら
ど
う
か
。

質答
生
活
福
祉
統
括
理
事

　

県
は
２
月
20
日
を
も
っ

て
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
を
解
除
す
る
よ
う
国
に

要
請
を
行
い
、
３
月
２
日

時
点
で
は
飲
食
店
等
に
対

新型コロナ（オミクロン株）への新型コロナ（オミクロン株）への
対応について対応について

感染拡大防止に努めてきた

す
る
時
短
要
請
は
出
さ
れ

て
い
な
い
。
本
市
と
し
て

は
、
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
、

感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て

き
た
。ふるさと納税の「返礼品合戦」からのふるさと納税の「返礼品合戦」からの

撤退について撤退について
地域の活性化を図る役割がある

今
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
化
し
て
い
る
と
ま
で

酷
評
さ
れ
て
い
る
返
礼
品

合
戦
か
ら
撤
退
し
て
は
い

か
が
か
。　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

寄
附
を
受
け
た
自
治
体
は

得
を
す
る
が
、
そ
の
人
が

住
ん
で
い
る
自
治
体
は
損

を
す
る
。
要
す
る
に
得
を

す
る
側
が
あ
れ
ば
損
を
す

る
側
が
あ
る

「
ゼ
ロ
サ
ム

ゲ
ー
ム
」
な
の
だ
か
ら
。

質答
市
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ

と
に
貢
献
で
き
る
制
度
」、

「
自
分
の
意
思
で
納
税
先

を
選
べ
る
制
度
」
と
し
て

創
設
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
寄
附
金
額

の
実
績
と
し
て
は
、
平
成

28
年
度
に
４
３
０
０
万

円
で
あ
っ
た
も
の

が
、
令
和
２
年
度
に
は

２
億
７
４
０
０
万
円
と

な
っ
た
。

　

ご
指
摘
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
以
前
か
ら
国
会
や

新
聞
報
道
に
お
い
て
も
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
て
き
て
お
り
、
返

礼
品
を
競
い
合
う
の
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
本
来
の

趣
旨
と
は
違
う
と
い
う
こ

と
で
返
礼
品
競
争
を
危
惧

す
る
声
は
強
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
返
礼
品
に
は

地
域
資
源
を
活
用
し
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
役
割

が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
制
度
を
活
用
し
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
る
よ
う
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
く
の
で
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

ふるさと納税の返礼品（一部）

干し椎茸 豊後牛
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黎 明 会

佐
さ

藤
とう

昭
あき

生
お

市
管
理
の
公
用
車
に
つ
い
て

市
管
理
の
公
用
車
に
つ
い
て

安
全
運
転
管
理
者
を
選
任
し
、

　
　
交
通
事
故
防
止
等
に
努
め
て
い
る

車
検
・
点
検
は
、
市
内

の
整
備
工
場
等
に
偏
り
が

な
く
発
注
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
安
全
運
転
管
理
者

に
つ
い
て
伺
う
。

質

答
総
務
企
画
統
括
理
事

　

車
検
等
の
依
頼
先
に
つ

い
て
は
、
物
品
製
造
等
の

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
が
あ
っ
た
市
内
業
者

に
偏
り
が
な
い
よ
う
、
財

政
課
で
指
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
は
、

公
用
車
を
５
台
以
上
使
用

す
る
本
庁
舎
の
総
務
統
括

理
事
及
び
緒
方
支
所
、
大

野
支
所
、
犬
飼
支
所
の
各

支
所
長
を
安
全
運
転
管
理

者
に
選
任
し
て
い
る
。

　

本
市
の
安
全
運
転
管
理

者
は
、
業
務
用
車
両
の
安

全
な
運
転
の
確
保
と
効
率

的
な
使
用
を
図
る
た
め
、

車
両
の
使
用
規
制
、
鍵
の

保
管
、
運
転
日
誌
の
整
備
、

運
行
計
画
、
運
転
者
の
健

康
管
理
等
の
業
務
を
行
っ

て
い
る
。

市が管理する公用車

「
里
の
旅
公
社
」
の
位

置
づ
け
と
現
在
の
状
況
、

今
後
の
役
割
と
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。

質答
商
工
観
光
課
長

　

地
域
資
源
を
有
機
的
に

結
び
つ
け
、
観
光
資
源
を

観
光
商
品
と
し
て
造
成
し
、

観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開

す
る
組
織
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
、

来
訪
者
が
立
ち
寄
り
や
す

「ぶんご大野里の旅公社」「ぶんご大野里の旅公社」
についてについて

情報の共有や連携を図る

い
場
所
へ
の
事
務
所
移
転

等
を
行
う
こ
と
で
、
情
報

発
信
拠
点
と
し
て
の
機
能

や
認
知
度
が
さ
ら
に
高
ま

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

以
前
、
市
長
は
観
光
事

業
を
市
の
直
営
に
シ
フ
ト

し
て
い
き
た
い
旨
の
発
言

を
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

１
年
半
経
過
し
て
、
観
光

事
業
に
対
し
市
役
所
内
で

機
構
改
革
等
を
含
め
、
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
あ

る
か
。

質答
市
長

　

関
係
人
口
を
増
や
す
中

で
、
今
後
は
ス
ポ
ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム
が
観
光
事
業
の

大
き
な
要
素
に
な
る
。

　

官
民
一
体
と
な
っ
た
組

織
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
設
立
の
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

合
宿
の
誘
致
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、
観
光
に
も
結
び

つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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市 民 ク ラ ブ

嶺
みね

　 英
えい

治
じ

集落の水問題の実態把握結果と集落の水問題の実態把握結果と
その対応についてその対応について

補助対象や補助率等の見直しを
検討し、対応していきたい

実
態
把
握
調
査
の
結
果

は
。 質答

産
業
建
設
統
括
理
事

１
６
３
の
行
政
区
で
調

査
の
結
果
、
三
重
町
64
件
、

清
川
町
５
件
、
緒
方
町
16

件
、
朝
地
町
46
件
、
大
野

町
９
件
の
合
計
１
４
０
件

か
ら
回
答
が
得
ら
れ
た
。

管
理
形
態
に
つ
い
て
は
、

組
合
や
共
同
の
も
の
、
個

人
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
う

ち
、
井
戸
ボ
ー
リ
ン
グ
や

水
源
、
配
水
槽
な
ど
施
設

の
改
修
に
つ
い
て
の
補
助

事
業
要
望
が
76
件
で
あ
っ

た
。

結
果
を
受
け
て
豊
後
大

野
市
の
今
後
の
対
応
は
。

質答
産
業
建
設
統
括
理
事

県
補
助
事
業
の
適
用
に

向
け
積
極
的
に
対
応
し
て

い
く
。

県
の
補
助
事
業
の
適
用

が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
対

象
外
と
な
る
地
区
に
つ
い

て
は
、
市
の
補
助
事
業
で

あ
る
「
飲
料
用
水
施
設
改

善
補
助
事
業
」
に
つ
い
て
、

県
の
補
助
事
業
や
他
市
の

補
助
内
容
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
給
水
地
域
と
の

負
担
の
均
衡
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、
補
助
対
象
や
補

助
率
、
事
業
費
の
上
限
等

の
見
直
し
を
検
討
の
上
、

対
応
し
て
い
き
た
い
。

ジオサイト「ジオサイト「蝙蝙
こうこう

蝠蝠
もりもり

の滝」の付加価値を高めるためのの滝」の付加価値を高めるための
未来投資について未来投資について
道路整備に早急に取り組む

観
光
資
源
と
し
て
の

「
蝙
蝠
の
滝
」
の
位
置
づ

け
は
。

質答
商
工
観
光
課
長

令
和
元
年
度
に
新
た
な

ジ
オ
サ
イ
ト
と
し
て
認
定

さ
れ
、
自
然
の
眺
め
も
素

晴
ら
し
く
、
人
々
の
歴
史

も
色
濃
く
残
さ
れ
、
貴
重

な
観
光
資
源
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
。

「
蝙
蝠
の
滝
」
の
未
来

へ
の
投
資
は
。

質答
商
工
観
光
課
長

緒
方
町
側
、
朝
地
町
側

双
方
に
行
き
来
が
で
き
る

ル
ー
ト
の
開
発
等
に
つ
い

て
は
、
安
全
面
な
ど
難
し

い
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
当
面
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
道
路
整
備
に

早
急
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

蝙蝠の滝



～ 10 人の市議が市政を問う～

1919 （第76号2022.5）

緑 政 会

川
かわ

野
の

優
ゆう

治
じ

中学校の部活動の将来は中学校の部活動の将来は

持続可能な部活動運営を目指す

文
部
科
学
省
の
中
央
教

育
審
議
会
の
答
申
に
よ
り
、

中
学
校
の
部
活
動
の
担
い

手
を
学
校
か
ら
地
域
に
移

行
す
る
動
き
が
進
ん
で
い

る
が
、
市
の
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。

質答
学
校
教
育
課
長

働
き
方
改
革
と
い
う
側

面
か
ら
部
活
動
を
見
る
と
、

顧
問
の
教
師
は
土
、
日
を

含
め
た
長
時
間
労
働
と
な

る
こ
と
や
専
門
外
の
部
活

を
持
つ
状
況
で
は
、
専
門

的
な
指
導
が
で
き
な
い
と

い
う
課
題
が
あ
る
。

　

ま
た
、
生
徒
の
側
面
か

ら
は
、
十
分
な
時
間
の
確

保
や
専
門
的
な
指
導
と

い
っ
た
環
境
を
望
み
に
く

い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

　

一
方
、
文
部
科
学
省
で

は
、
生
徒
に
と
っ
て
望
ま

し
い
部
活
動
の
環
境
を
構

築
す
る
観
点
か
ら
、
部
活

動
の
適
正
化
を
推
進
し
て

い
る
。

　

他
方
、
学
校
の
働
き
方

改
革
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
中
央
教
育
審
議
会
の

答
申
な
ど
に
お
い
て
、
部

活
動
を
学
校
単
位
か
ら
地

域
単
位
の
取
り
組
み
と
す

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。朝

地
小
中
学
校
に
お
け

る
取
り
組
み
は
。

質

答
学
校
教
育
課
長

　

令
和
３
年
度
か
ら
、
大

分
県
教
育
委
員
会
の
「
学

校
部
活
動
改
革
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
の
実
践
研
究
地
域

と
し
て
の
指
定
を
受
け
、

朝
地
小
中
学
校
に
お
い
て
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
あ
る
「
朝
地
フ
レ

ン
ド
ク
ラ
ブ
」
と
の
連
携

に
よ
る
実
践
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

　

こ
の
中
で
は
、
組
織
間

で
協
議
を
重
ね
、
徐
々
に

地
域
部
活
動
の
姿
が
明
ら

か
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
地

域
の
指
導
者
に
よ
る
専
門

的
な
指
導
が
受
け
ら
れ
る

日
が
増
え
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
意
欲
の
喚
起

や
技
術
の
向
上
が
見
ら
れ

る
と
と
も
に
、
教
職
員
の

働
き
方
改
革
へ
の
一
助
と

な
っ
て
い
る
。

　

特
に
サ
ッ
カ
ー
の
プ
ロ

選
手
と
交
流
す
る
事
業
は
、

子
ど
も
た
ち
の
運
動
へ
の

興
味
関
心
を
高
め
る
機
会

と
な
っ
た
。

　

来
年
度
に
向
け
て
は
、

指
導
者
の
確
保
を
は
じ
め
、

子
ど
も
た
ち
の
運
動
機
会

を
保
障
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

• 

関
係
人
口
交
流
拠
点

施
設
に
つ
い
て

朝地フレンドクラブの活動



厚
生
文
教
常
任
委
員
会

【
事
業
名
】

男
女
共
同
参
画
社
会

啓
発
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

の
講
演
会
の
放
映
に
つ
い

て
は
、
講
演
内
容
の
録
画

を
認
め
な
い
講
師
が
多

い
、
講
演
の
録
画
・
録
音
、

放
送
、
講
演
資
料
の
扱
い

に
つ
い
て
著
作
権
法
上
の

制
約
が
あ
る
、
放
送
用
の

動
画
作
成
・
編
集
費
用
に

関
し
て
別
途
費
用
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
る
等
の
理

由
か
ら
、
現
時
点
で
の
実

施
は
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
、
講
師
選
定

の
際
に
個
別
に
放
送
の
可

否
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
学

校
で
の
啓
発
活
動
に
つ
い

て
は
、
国
等
が
作
成
し
た

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

啓
発
資
料
や
オ
ン
ラ
イ
ン

【
事
業
名
】

　

飲
料
用
水
施
設
改
善

　

補
助
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

補
助
率
の
３
分
の
１

か
ら
２
分
の
１
へ
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
は
、
要
件

や
補
助
率
の
妥
当
性
を
検

証
す
る
と
と
も
に
、
県
補

助
事
業
と
本
事
業
と
の
兼

ね
合
い
を
考
慮
す
る
中

で
、
事
業
規
模
や
緊
急
性

な
ど
の
対
応
も
含
め
て
検

討
し
ま
す
。

本
事
業
の
上
下
水
道

課
で
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
一
般
会
計
を

起
こ
さ
な
け
れ
ば
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
環
境
衛
生
課
に
て
継

続
し
て
事
業
実
施
す
る
方

向
の
中
で
、
上
下
水
道
課

か
ら
の
「
業
務
支
援
」
を

受
け
な
が
ら
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

講
座
等
の
開
催
情
報
等
を

提
供
し
授
業
等
で
活
用
し

て
も
ら
い
ま
す
。

今
後
も
市
報
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
男
女
共
同
参
画
だ
よ

り
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
等
の

媒
体
を
利
用
し
て
、
固
定

的
性
別
役
割
分
担
意
識
の

解
消
等
に
向
け
た
市
民
啓

発
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
国
や
公
的
機
関
等
が

発
信
す
る
啓
発
情
報
の
提

供
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

事
務
事
業
評
価

	
執
行
部
の
回
答
は･･･

令
和
３
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
各
常
任
委
員
会
で
事
務
事
業
評
価
を

行
い
、
評
価
報
告
書
を
執
行
部
へ
渡
し
、
改
善
策
や
次
年
度
の
予
算
へ
の

反
映
状
況
な
ど
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
評
価
報
告
書
に
対
す
る
回
答
が
執
行
部
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
評
価
報
告
書
の
詳
細
は
議
会
だ
よ
り
声
の
か
け

橋
第
74
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

評
価
報
告
書
の
概
要

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
調
査
事
業
】

　
男
女
共
同
参
画
社
会

　
啓
発
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
お
お
む
ね
適
正

【
今
後
の
方
向
性
】

継
続

【
調
査
事
業
】

　
飲
料
用
水
施
設
改
善

　
補
助
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

お
お
む
ね
適
正

【
今
後
の
方
向
性
】

拡
充

【
調
査
事
業
】

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

管
理
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

良
好

【
今
後
の
方
向
性
】

　
継
続

【
調
査
事
業
】

　
朝
倉
文
夫
記
念
館

　
自
主
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

良
好

【
今
後
の
方
向
性
】

継
続

【
調
査
事
業
】

　
朝
倉
文
夫
記
念
館

　
公
園
管
理
事
業

  【
事
業
結
果
の
評
価
】　

　
良
好

【
今
後
の
方
向
性
】

　
改
善

【
調
査
事
業
】

森
林
経
営
管
理
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

お
お
む
ね
適
正

【
今
後
の
方
向
性
】

　
継
続

【
調
査
事
業
】

ジ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

お
お
む
ね
適
正

【
今
後
の
方
向
性
】

継
続
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事務事業評価　執行部の回答は ･･･

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
事
業
名
】

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
管
理

　

事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

運
営
方
法
を
見
直
す
場
合
、

そ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
公

共
的
な
も
の
か
民
間
で
可

能
な
も
の
か
、
費
用
軽
減

で
き
る
か
の
観
点
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
防
止
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
仕
分
け

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
中
で
、
民
間

に
移
行
で
き
る
も
の
は
民

間
と
協
議
を
行
い
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
必
要
な

も
の
は
継
続
し
て
市
で
運

営
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

議
会
に
は
、
情
報
が

集
ま
り
整
理
し
、
方
向
性

等
が
定
ま
り
ま
し
た
ら
ご

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
事
業
名
】

　

森
林
経
営
管
理
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

　

令
和
６
年
度
か
ら
市
民

に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
森
林
環

境
税
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

課
税
方
法
が
市
町
村
民
税

に
上
乗
せ
し
て
徴
収
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
周
知
内
容
、
周
知
方

法
、
周
知
時
期
等
に
つ
い

て
、
本
市
税
務
課
と
協
議

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
予
算
の
使
い
方
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
と
と

も
に
、
森
林
経
営
管
理
制

度
の
目
的
で
あ
る
森
林
整

備
、
人
材
育
成
・
担
い
手

支
援
、
木
材
利
用
の
促
進

等
に
関
す
る
予
算
編
成
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
事
業
名
】

ジ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
が

市
民
全
体
の
取
り
組
み
と

な
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

市
民
に
対
し
て
市
民
講
座

の
開
催
や
市
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
を
活
用
し
た
普
及
、

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市

民
が
地
域
の
成
り
立
ち
や

地
域
資
源
に
対
し
て
関
心

を
持
ち
、
そ
の
活
用
の
意

識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る

も
の
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
市
民
全
体

の
活
動
と
な
る
よ
う
に
創

意
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
事

業
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
に
よ
る
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
、教
育
活
動
で
は
、

学
校
教
育
活
動
で
「
郷
土

【
事
業
名
】

　

朝
倉
文
夫
記
念
館

　

自
主
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

「
広
範
囲
に
個
展
の
開

催
」
に
関
し
て
は
昨
年
度

か
ら
開
始
し
た
地
元
作
家

に
よ
る
「
二
人
展
」
を
今

後
も
実
施
す
る
形
を
核
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、「
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
」
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
関
連
団
体
と
意
見

交
換
を
行
い
な
が
ら
、
協

力
体
制
を
形
成
す
る
中
で

実
施
を
目
指
し
ま
す
。

【
事
業
名
】

朝
倉
文
夫
記
念
公
園

事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

「
サ
ポ
ー
タ
ー
の
充
実

や
学
生
と
の
協
働
に
よ
る

公
園
管
理
、
イ
ベ
ン
ト
づ

く
り
」
に
つ
い
て
は
、
記

念
館
の
「
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
」、「
旧
朝
地
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
有
志
」
等
と
意

見
交
換
し
な
が
ら
、
公
園

等
の
管
理
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
協
力
体
制

を
つ
く
り
ま
す
。

学
の
推
進
」
を
基
本
と
し

た
「
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
」

の
取
り
組
み
を
、
保
護
・

保
全
活
動
で
は
、
ジ
オ
サ

イ
ト
や
そ
の
周
辺
の
整

備
・
清
掃
活
動
や
景
観
を

保
持
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
、
持
続
可
能
な
発
展

で
は
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
催

行
や
道
の
駅
と
連
携
し
た

事
業
を
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
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閉会中の議会の動き

　

支
障
木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
所
有
者
の

方
が
処
理
す
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る
樹
木
の

伐
採
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
に
地
域
交
通
の
安
全
確
保
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
道
の
支
障
木
伐
採
に
係
る

経
費
を
補
助
す
る
制
度
を
創
設
し
、
自
治
会
の
協
力
を

得
な
が
ら
支
障
木
の
処
理
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

民
法
第
２
３
３
条
の
「
竹
木
の
枝
の
切
除
及
び
根
の

切
取
り
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４
月
に
改
正
さ
れ
、
越

境
さ
れ
た
側
で
の
切
除
が
可
能
な
ル
ー
ル
が
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
ら
、

法
の
趣
旨
に
則
り
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
鳥
獣
被
害
の
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
、

「
捕
獲
対
策
」「
被
害
防
止
対
策
」「
集
落
環
境
対
策
」

を
柱
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
ず
「
捕
獲
対
策
」
で
は
、市
猟
友
会
の
協
力
の
下
、

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
に
対
し
補
助
す
る
と
と

も
に
、
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
が
狩
猟
免
許
取
得
者

へ
初
心
者
講
習
会
費
用
に
対
し
、
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
「
被
害
防
止
対
策
」
で
は
、
電
気
柵
や
防
護
柵

な
ど
の
設
置
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
集
落
環
境
対
策
」
で
は
、
生
ご
み
を
畑
に

放
置
し
な
い
な
ど
の
対
策
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
鳥
獣
が
住
み
に
く
い
集
落
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　　
　
　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
ひ
ど
さ
を

議
会
も
執
行
部
も
認
識
し
て
、
強
力
な
対
策
を
講
じ
て

ほ
し
い
。

　　
　
　

支
障
木
や
空
き
家
の
庭
木
は
市
道
や
県
道
で

交
通
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
伐
採
で
き
る
よ

う
、
全
国
に
先
駆
け
て
条
例
な
ど
を
定
め
て
ほ
し
い
。

11
月
に
開
催
し
た
第
10
回 

議
会
報
告
会
の
中
で
い
た
だ
い

た
意
見
の
う
ち
、
執
行
部
の
見

解
が
必
要
な
も
の
は
、
書
面
で

の
回
答
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
回
答
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
内
容
の
一
部

を
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

出
さ
れ
た
見
解
や
取
り
組
み

の
推
移
な
ど
は
、
議
会
と
し
て

今
後
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

※
出
さ
れ
た
見
解
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第 10 回議会報告会での意見
に対しての執行部見解

要
望
１

要
望
２

要
望
１
に
対
す
る
回
答

要
望
２
に
対
す
る
回
答
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閉会中の議会の動き

豊後大野市プロモーション動画試写会を開催

2323 （第76号2022.5）

議 会 日 誌
1 月 2 月 3 月

5日㈬

6日㈭

13日㈭

21日㈮

2日㈬

7日㈪

14日㈪

15日㈫

18日㈮

21日㈪

1日㈫

２日㈬

３日㈭

７日㈪

８日㈫

１０日㈭

１１日㈮

１４日㈪

１７日㈭

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会活性化委員会

委員長会議

全員協議会

議会運営委員会

議会活性化委員会

議会運営委員会

第 1回定例会開会（議案上程）

議会広報編集特別委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（議案質疑）

常任委員会

(総務･厚生文教･産業建設)

予算特別委員会（特別会計）

議会運営委員会

予算特別委員会（一般会計）

予算特別委員会（一般会計）

本会議（閉会）

議会運営委員会

議会活性化委員会

試写会の様子

動画サイトの
Q R コ ー ド

　２月７日に総務常任委員会で豊後大野市プロモーション動画
及び紹介動画の試写会を開催しました。動画では本市の大自然
や名所、特産物などがふんだんに紹介され、大変魅力のある映
像になっていました。
　この動画は本市のHP 等から豊後大野市公式YouTubeで視
聴することができます。
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ＧОＮちゃん、大活躍！

地域とともに千中の未来を切り拓く
　千歳中学校では、地域の方々との交流が盛んです。個人総合の「栽培食
文化コース」では、野菜の育て方や味噌の作り方を教えてもらっています。
「郷土芸能コース」では、神楽の舞を指導してもらい、文化祭で発表して
います。また、千歳地区社会福祉協議会と協力し、生徒が描いたイラスト
を参考に千歳のロゴマークを作成しました。そのほかにも農業体験学習や
職場体験学習、体育大会などたくさんの交流の機会があります。
　また、社会科の授業の中で、地域で活動しているまちづくり千歳の方々
を招き、３年生が千歳の将来について提案して話し合う機会も持っていま
す。まちづくり千歳の方々にも、生徒の声を活動の参考にしたいと言って
いただきました。
　生徒会活動では、生徒会目標マネジメントシステムをもとに、各専門部
が１カ月の反省をし、その反省が改善されるように目標を立てています。
体育大会や文化祭なども生徒が主体となって活動しています。これからも
全校生徒一人一人が、自分たちの持つ良さ（強み）を出し合いながら仲間
と協力し、自分の行動に責任を持って活動していきたいです。

　学校では今、タブレット（通称ＧОＮちゃん）を使った学習をしてい
ます。
　授業でよく使うのが「ロイロノート」です。英語では「自分のヒーロー」
を紹介するために人物の画像を取り入れたり、カードに文字を打ったり
してプレゼンテーションを行いました。図工では紙粘土で自分の好きな
キャラクターを作り、そのキャラクターを少しずつ動かしながら写真を
撮って、こま撮りアニメーションを作成しました。
　また、算数ではデジタル教科書を使っています。教科書をスクリーン
ショットした画像に自分の考えを書いて先生に提出することができるの
でとても便利だなと思っています。隙間時間には、スマイルネクストの
ドリルを使って復習にも取り組みました。答えを書くとすぐに○か×か
が分かるのでテスト勉強に役立ちました。
　これからも GON ちゃんのいろいろな使い方を知り、将来に役立てた
いです。

千歳中学校３年

緒方小学校 6 年
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第
7

6
号

令
和

4
年

5
月

１
日

発
行

市や議会に対する
　 市民皆さまの思いを紹介

議会を傍聴してみませんか？

手続きは、受付で住所と名前を書くだけです。
傍聴の際はマスクの着用をお願いします。

℡ 0974-22-1001
市内無料電話　9-22-1001

次回６月定例会は６月９日に開会予定です。


